
○鳥取県警察足跡取扱要綱の制定について(例規通達) 

(令和2年12月9日鳥鑑例規第1号) 

改正 令和6年5月17日鳥鑑例規第1号 令和7年6月9日鳥鑑例規第4号 

各所属長 

 対号 平成2年1月12日付け鳥鑑例規第1号足跡の取扱いに関する訓令の一部改正に

ついて（例規通達） 

 鳥取県警察における足跡の取扱いについては、対号例規通達により実施してきたところ

であるが、この度、別添「鳥取県警察足跡取扱要綱」を制定し、令和3年1月1日から施

行することとしたので、運用上誤りのないようにされたい。 

 なお、対号例規通達は、令和2年12月31日限り廃止する。 

第1 目的 

この要綱は、足跡取扱規則（昭和54年国家公安委員会規則第6号。以下「規則」と

いう。）及び足跡取扱細則（昭和54年警察庁訓令第9号）に定めるもののほか、鳥取

県警察における足跡の取扱いについて必要な事項を定めることを目的とする。 

第2 用語の定義 

この要綱における用語の意義は、規則で定めるところによる。 

第3 現場足跡等の採取及び送付 

1 犯罪捜査を担当する所属長又は警察署長（以下「警察署長等」という。）は、犯罪現

場等において現場足跡を採取したときは、現場足跡採取処理簿（様式第1号）を作成

し、採取及び処理の経過を明らかにしておかなければならない。 

2 警察署長等は、現場足跡送付書（様式第2号）により、採取した現場足跡を、足跡資

料票（様式第3号）を付した封筒等に収納し、直接写真（犯罪現場等の現場足跡を、

採取に先立ってミリメートル刻みのスケール等を添えて撮影した写真をいう。）とと

もに刑事部鑑識課長（以下「鑑識課長」という。）に送付しなければならない。ただ

し、送付することにより破損、滅失等のおそれが生じる場合には、採取した現場足跡

に代え、その現場足跡にカメラを正対させて近接撮影した写真（第４において「採取

資料写真」という。）を送付することができる。 

3 警察署長等は、規則第3条第4項の規定により現場足跡及び関係者足跡（以下「現場

足跡等」という。）を送付するときは、現場足跡送付書の該当欄にその旨を記入し、

又は現場足跡及び関係者足跡対照依頼書（様式第4号）を作成し、送付するものとす

る。 

4 現場足跡等の送付は、鳥取県警察における文書等の逓送に関する訓令（平成17年鳥取

県警察本部訓令第19号）第14条に規定する（特）送達票使用による逓送、特使等によ

り確実な授受を行うものとする。 

第4 現場足跡の撮影及び現場足跡票の作成 



1 鑑識課長は、警察署長等から現場足跡の送付を受けたときは、その現場足跡の採取資

料写真を撮影するものとする。 

2 鑑識課長は、採取資料写真等を貼付した現場足跡票（様式第5号）を2部作成して1

部を保管し、1部を採取した現場足跡とともに警察署長等に送付するものとする。 

第5 現場足跡等の対照 

1 鑑識課長は、規則第4条第2項の規定により現場足跡と関係者足跡との対照結果を通

知するときは、現場足跡対照結果通知書（様式第 6 号）により行わなければならない。 

2 鑑識課長は、警察署長等から送付を受けた現場足跡を遺留足跡として受理したときは、

直ちに保管する遺留足跡と対照し、受理した遺留足跡に該当する遺留足跡を発見した

ときは、直ちにその旨を現場足跡対照結果通知書により関係警察署長等に通知しなけ

ればならない。 

3 鑑識課長は、現場足跡取扱処理簿（様式第7号）を作成し、現場足跡の処理の経過を

明らかにしておかなければならない。 

第6 現場足跡等の保管及び廃棄 

1 警察署長等は、採取した現場足跡等の破損、滅失等を防止し、かつ、混同することの

ないように保管しなければならない。 

2 警察署長等は、採取した現場足跡等及び現場足跡票が次の各号のいずれかに該当する

ときは、これを廃棄することができる。 

(1) 被疑者を検挙したとき。ただし、採取した現場足跡等については、立証資料とし

て必要がなくなったとき。 

(2) 公訴の時効が完成したとき。ただし、現場足跡票については、採取した日から7

年が経過したとき。 

(3) その他保管の必要がなくなったとき。 

3 警察署長等は、2(1)から(3)までに該当する事由があるときは、現場足跡票削除報告書

（様式第8号）により速やかに鑑識課長に報告するものとする。 

4 鑑識課長は、3の規定により現場足跡票削除報告書を受理したときは、速やかに該当

する現場足跡票を廃棄するものとする。 

第7 遺留足跡写真票処理簿の作成 

鑑識課長は、規則第5条第1項、同第6条第1項又は同第8条第3項の規定により遺

留足跡写真票を送付するときは、遺留足跡写真票処理簿（様式第9号）を作成し、そ

の処理の経過を明らかにしておかなければならない。 

第8 警察庁又は他の都道府県警察に対する遺留足跡照会対照結果の通知 

鑑識課長は、規則第5条第4項又は同第6条第3項の規定により、保管する遺留足跡

が警察庁又は他の都道府県警察が保管する遺留足跡に該当するときは、現場足跡対照

結果通知書により警察署長等に通知しなければならない。 

第9 履物底写真票処理簿の作成 



鑑識課長は、規則第7条第1項の規定により履物底写真票を作成及び送付するとき

は、履物底写真票処理簿（様式第10号）を作成し、その処理の経過を明らかにしてお

かなければならない。 

第10 履物名称照会 

1 警察署長等は、規則第8条第1項の規定により履物名称照会をするときは、現場足跡

送付書の該当欄にその旨を記入するものとする。 

2 鑑識課長は、規則第8条第2項又は同第5項の規定による履物名称照会の結果を現場

足跡対照結果通知書により警察署長等に回答又は通知しなければならない。 

第11 足跡手配 

鑑識課長は、規則第9条第1項又は同第3項の規定による足跡手配又は足跡手配の

通知は、足跡手配書（様式第11号）により行うものとする。 

第12 被疑者足跡照会 

1 警察署長等は、規則第10条第１項の規定により被疑者足跡照会をするときは、被疑者

足跡照会書（様式第12号）により行うものとする。 

2 警察署長等は、被疑者足跡照会簿（様式第13号）を作成し、被疑者足跡照会の処理の

経過を明らかにしておかなければならない。 

3 鑑識課長は、規則第10条第2項又は同第5項の規定により被疑者足跡照会を行ったと

きは、その対照結果及び内容を、被疑者足跡照会回答書（様式第14号）により警察署

長等に回答又は通知しなければならない。 

4 鑑識課長は、被疑者足跡照会処理簿（様式第15号）を作成し、被疑者足跡照会の処理

の経過を明らかにしておかなければならない。 

第13 被疑者の足紋の採取等 

規則第11条の規定による被疑者の足紋の収集、管理及び運用については、別に定め

る。 

様式第1号(第3の1関係) 

[別紙参照] 

様式第2号(第3の2関係) 

[別紙参照] 

様式第3号(第3の2関係) 

[別紙参照] 

様式第4号(第3の3関係) 



[別紙参照] 

様式第5号(第4の2関係) 

[別紙参照] 

様式第6号(第5の1条関係) 

[別紙参照] 

様式第7号(第5の3関係) 

[別紙参照] 

様式第8号(第6の3条関係) 

[別紙参照] 

様式第9号(第7関係) 

[別紙参照] 

様式第10号(第9関係) 

[別紙参照] 

様式第11号(第11の１関係) 

[別紙参照] 

様式第12号(第12の1関係) 

[別紙参照] 

様式第13号(第12の2関係) 

[別紙参照] 

様式第14号(第12の3関係) 

[別紙参照] 



様式第15号(第12の4関係) 

[別紙参照] 



 様式第１号（第３の１関係）

 現 場 足 跡 採 取 処 理 簿

（　　　　年）

番号 罪名（手口名） 採取日 個数 採取方法 採取者 資料送付日 資料受領日 備　考



-  -1

（ ）様式第２ 　 　 　 その１号 第３の２関係（ ）                                            

                              課　長 管理官 補　佐 係　長 主　任 扱　者

  送 付 第 号　　   

 　 　 年 　 月 　 日　　

 　鳥取県警察本部刑事部鑑識課長　殿

 所 属 長　　

 現 場 足 跡 送 付 書

 　次の事件の現場足跡を送付する。

                                                        　　 関係者足跡対照　要 ・ 否（ ）

（ ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 履物名称照会　要 ・ 否     

 署　長 副署長 刑事官 課　長 係　長 扱　者

  

 　 　 年 　 月 　 日　　

 　所 属 長　殿
 所属　　　　　　　　　　　　　 
 階級　　 　氏名　　　　　印　　 

 現 場 足 跡 採 取 報 告 書
　次の事件で現場足跡を採取したので報告する。

罪 名 　　　　　　 　 （手口名　　　　　）                                  

 
被害年月日時

 
被 害 場 所

  被 害 者

氏名・年齢

  

 

事 件 の 概 要

採 取 者

 
採取年月日時

採 取 場 所

立 会 人

 



-  -2

（その２）

現 場 足 跡 採 取 資 料 関係者足跡

採 取 箇 所 採 取 方 法 氏 名
採取

番号        番号

  



-  -3

（その３）

現 場 足 跡 採 取 箇 所 見 取 図

 備考１　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

 ２　決裁欄は、適宜変更して差し支えない。    



-  -1

（ ）様式第２ 　 　 　 その１号 第３の２関係（ ）                                            

                              課　長 管理官 補　佐 係　長 主　任 扱　者

  送 付 第 号　　   

 　 　 年 　 月 　 日　　

 　鳥取県警察本部刑事部鑑識課長　殿

 所 属 長　　

 現 場 足 跡 送 付 書

 　次の事件の現場足跡を送付する。

                                                        　　 関係者足跡対照　要 ・ 否（ ）

（ ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 履物名称照会　要 ・ 否     

 署　長 副署長 刑事官 課　長 係　長 扱　者

  

 　 　 年 　 月 　 日　　

 　所 属 長　殿
 所属　　　　　　　　　　　　　 
 階級　　 　氏名　　　　　印　　 

 現 場 足 跡 採 取 報 告 書
　次の事件で現場足跡を採取したので報告する。

罪 名 　　　　　　 　 （手口名　　　　　）                                  

 
被害年月日時

 
被 害 場 所

  被 害 者

氏名・年齢

  

 

事 件 の 概 要

採 取 者

 
採取年月日時

採 取 場 所

立 会 人

 



-  -2

（その２）

現 場 足 跡 採 取 資 料 関係者足跡

採 取 箇 所 採 取 方 法 氏 名
採取

番号        番号

  



-  -3

現 場 足 跡 採 取 資 料 関係者足跡

採 取 箇 所 採 取 方 法 氏 名
採取

番号        番号

  



-  -4

（その３）

現 場 足 跡 採 取 箇 所 見 取 図

 備考１　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

２　決裁欄は、適宜変更して差し支えない。    



現場足跡採取資料 関係者足跡

採 取 箇 所 採 取 方 法 氏 名
採取

番号        番号

  



 様式第３号（第３の２関係）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　

 足 跡 資 料 票

 

 

所 属 名

送 付 番 号 年　第　　　　　号              

罪 名 (手 口 名 )

数 量

採 取 年 月 日

採 取 者

備 考



 様式第４号（第３の３関係）

 　 　 発 第 　 　 号　　

 　 年 月 日　　

　鳥取県警察本部刑事部鑑識課長　殿 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

 所 属 長　　

 

 　　　現場足跡及び関係者足跡対照依頼書

 　下記事件の現場足跡及び関係者足跡の対照を依頼する。

 記

 １　現場足跡送付書

 

 ２　関係者足跡

番号 関係者氏名



 

 番号 関係者氏名

 

 



 様式第５号（第４の２関係）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 足
 

 

 

 

 現 場 足 跡 票

 【 所 属 名 　 　 年 送 付 第 　 号 】

 

 １　罪名（手口名）

 

 ２　被害年月日時

 

 ３　採取年月日

 　　

 ４　現場足跡の状態

 　　別紙のとおり

 ５　対照状況

  (1)　関 係 者 足 跡 対 照　　有　・　無

  (2)　類似履物底基礎資料　　有　・　無　（ 履物名称照会　　要　・　否 ）

  (3)　同 種 足 跡 事 件　　有　・　無

 ６　備考

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 別　紙

 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

 

現 場 足 跡 直 接 写 真

   

 

現 場 足 跡 採 取 資 料 写 真

   

撮影者 採取方法 採取者

 



様式第６号（第５の１、第５の２、第８、第10の２関係）

届　　所 受 信 者  

発　　所 発 信 者  

受信日時 　年　　月　　日　　　　　　時　　分      

 現場足跡対照結果通知書

　　　　　年　　月　　日付け送付第　　　号で送付された現場足跡の対照結果は、

次のとおりであったので通知する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 　

 　　作成者　　所属　　　　　氏名

 

 備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 



 様式第７号（第５の３関係）

 

 現 場 足 跡 取 扱 処 理 簿

 

所　属　名 　　　　 　　 （　　　　年）                                                  

罪名（手口名） 調査結果 削除報告
送付 資料(写真) 被 害 日 ・ 場 所 足跡票    

番号 受理日 個数 被 害 者 ( 年 齢 ) 送付日

 

 



 様式第８号（第６の３関係）

 　 発 第 　 号　　 

 　 年 　 月 　 日　　  

 　鑑 識 課 長　殿

 所 属 長　　

 

 現 場 足 跡 票 削 除 報 告 書

 

現場足跡票番号 削 除 理 由 備　　考

 

 



 様式第９号（第７関係）

 

 遺 留 足 跡 写 真 票 処 理 簿

 

（　　　　年）

     遺留足跡照会 履物名称照会

        番号 所属名 罪名(手口名) 被害日・被害場所 回答日 回答日 備　考
送付先 送付日 送付日

結果 結果



 様式第10号（第９関係）

 履 物 底 写 真 票 処 理 簿

                                                       　　　　　　 （　　　　年）

 番号 撮影日 撮影場所 調査表番号 撮影枚数 送付日 備　考

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 様式第11号（第11の１関係）

  
足 跡 手 配 書 年‐番号

所 属 名

現 場 足 跡 票 番 号

事 件 名

被 害 日 時

種類：
類似履物底基礎資料

 

名称：



 様式第12号（第12の１関係）

 　 　 発 第 　 　 号　　

 　 年 月 日　　

　鳥取県警察本部刑事部鑑識課長　殿 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

 所 属 長　　

 

 　　　被疑者足跡照会書

 　下記被疑者の足跡の対照を依頼する。

 記

 １　罪名（手口名）

 

 ２　検挙年月日

 

 ３　被疑者

 　 本籍    

 　　　住所

 　職業　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　年　月　日生（　歳）    

 ４ 送付資料  

    番号 資　料　名 採 取 年 月 日 採　取　方　法

 

 ５　備考

 

 



 様式第13号（第12の２関係）

 被 疑 者 足 跡 照 会 簿

（　　　　年）

 

番号 備　考

照　　会 回　　答

年月日 発番号 被疑者名 照会足跡数 年月日 発番号 結果

 



様式第14号（第12の３関係）

届　　所 受 信 者  

発　　所 発 信 者  

受信日時 　年　　月　　日　　　　　　時　　分      

 被疑者足跡照会回答書

　　　　　年　　月　　日付け発第　　　号により照会のあった結果は、次のとおり

であったので回答（通知）する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 　　

 　　作成者　　所属　　　　　氏名

 　

 備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 



 様式第15号（第12の４関係）

 

 被 疑 者 足 跡 照 会 処 理 簿

 

 （　　　　年）

照　　　会 調査・回答 

照 会 の 受 理 警察庁等への照会 調査結果 回答通知
番号

     
      

所属 被疑者名 照会数 照会先
年月日 年月日 同模様の遺留足跡 年月日 回答等

発番号 発番号 採取事件の有無 発番号 の概要
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